
連 携 型 中 高 一 貫 教 育
～県立小瀬高等学校～
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　生徒交流事業「部活動交流」で、７月５日に開催された美和中学
校吹奏楽部の第２４回定期演奏会に、小瀬高校吹奏楽部がゲスト出演
しました。以前から美和中吹奏楽部の卒業生たちが定期演奏会の手
伝いをしていて、昨年度も定期演奏会に出向き、裏方の仕事や演奏
で交流を図ってきました。
　今年度は美和中学校が閉校になることもあり、交流をさらに深め
るとともに最後の定期演奏会を盛り上げようと６月に合同練習会を
実施し、小瀬
高校のテスト

期間中には、顧問の角井先生が中学生の演奏指導をし
てきました。当日は、美和中生・小瀬高生はもちろん
保護者・地域の方が多数来場し、演奏会を盛り上げま
した。

　中高一貫教育の地域連携事業として行われている花壇整備が、６月２７
日に小瀬高校のＪＲＣ部員※７人と、緒川中学校生１９人で行われました。
　花壇は、国道２９３号線沿い上小瀬の旧道入り口付近にある「ふれあい花
壇」と呼ばれている花壇で、サルビアの苗とマリーゴールドの苗計６５０株
を移植し、夏花壇の準備をしました。高校生と中学生が協力して花の植
え付け等の管理をすることで、一年を通して地域環境作りに貢献してい
ます。生徒たちにとっては、自分たちで管理している花壇を見ながら通
学することで、心の潤いと中高生の連帯感を得ることにつながっていま
す。また、自分で気付いた時に、除草や花がら摘み等の作業を
行っています。
　小瀬高校ＪＲＣ部の綱川綾華さんは「中学生に教えるのは大変
でしたが、協力してできたので良かったです」と話していて、交
流を深めることができました。
　なお、連携型中高一貫教育は、小瀬高校、美和中学校、緒川中
学校、御前山中学校で実施しています。

※JRC部…JRCとは青少年赤十字の略で、さまざまなボランティ
ア活動を行っています。
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▲作業の後全員で記念撮影

▲お互いに協力して

▲演奏会の様子
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　７月６日に常陸大宮市一斉クリーン作戦を実施し
ました。
　ごみのない清潔で住みよいまちづくりをめざし
て、各地区の環境保全推進委員長を中心に、地域住
民や市内中学校、市ライオンズクラブ、市建設業協
会、郵便局、筑波銀行など約１０，６００人が、道路や河
川の清掃活動をしました。回収したごみは、可燃ご
み３，８３０㎏、不燃ごみ１，８９０㎏、その他に粗大ごみな
どがありました。参加された皆さん、ご協力ありが
とうございました。
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　平成２５年度のすぐ対応課の処理件数を報告しま
す。詳細は次のとおりです。
　なお、総件数は１，５２０件で、昨年度（１，３６７件）よ
り増加しています。
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　７月１０日、市は秋田県大館市と災害時相互応援協定

を結びました。これは災害発生時に、同一災害による

被害の及ばない自治体との相互支援・応援体制などの

ネットワークの構築を図ることを目的としています。

相互支援の内容としては、被災者の受け入れ、生活必

需品の提供、復旧活動に必要な職員の派遣などについ

て定めました。

　市と大館市の縁は、１６０２年（慶長７年）の佐竹氏転

封（国替）に従って秋田入りした小場氏（旧大宮町に代々居城をかまえた佐竹氏の一族、後の佐竹

西家）が、大館城代となったことから始まります。当時は交通機関も発達しておらず、５００年にわた

り常陸国に土着していた佐竹氏やその家臣団にとっては大変な衝撃でした。その望郷の念から、大

館城周辺に自分の故郷の「�部��垂�」「長倉」などの地名を命名したといわれています。また大館市内に
へ たれ

は、小場氏に関係する寺社も現存しています。

　平成９年、大館市部垂（へだれ）町に住む小学生が地名の由来に関心を持ち、旧大宮町を訪れた

ことがきっかけとなり、平成１７年まで小学生等による交流が行われました。
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　７月１５日から２１日まで「第５回七夕まつり��緒川」

が開催され、上小瀬の宿通りに七夕飾りが飾り付け

られました。２０日のイベント開催日には、チョーク

アーティスト松本かなこさんによる路上アートが披

露されました。またステージでは、小瀬高校吹奏楽

部の演奏や、子どもたちの歌の発表などがあり、祭

りを盛り上げていました。
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　７月２５日・２６日に夏まつり（祗園祭）が開催さ

れました。これは関東でも有名な裸みこしと屋台

が、街の中心部を練り歩く祇園祭で、夏の風物詩

としてたくさんの見物客でにぎわいました。特に

裸みこしは勇壮な裸のぶつかり合いがあり、迫力

あるみこしに、見物客からは歓声が上がっていま

した。

　また大道芸ショーやお楽しみ抽選会などが行わ

れ、家族連れや友だち同士で夏の夜のひとときを

楽しみました。
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　旅館業に携わって２０年余り。ここ何年か、
お客様の旅の目的も様変わりしてきたと感じ
ています。ある地学部の学生さんたちの合宿
で、市内での自然体験などを自分たちで苦労
して計画し、手配しているのを見ました。旅
館業を営む者として、何も説明できないこと
がもどかしく、はがゆさを感じました。
　そんな時、インターネットを通して「県北
ジオパーク」のインタープリター養成講座を
知りました。ジオパークは大地の公園という
意味で、その土地の自然や歴史などを案内す
る役目を担っています。知識も経験もまだ足りませんが、地域に
触れ、地域を知るよいきっかけになりました。そこから、市のま
ちづくりネットワークや、様々な活動に参加する機会を得て、一
生懸命で魅力いっぱいの方々と出逢えました。今は「ウダーベ音
楽祭」に向けて、作り出す楽しみを共有させていただいています。
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　城下町の面影を残す長倉宿で、８月２日
に長倉七夕まつりが開催されました。宿通
りの見事な七夕飾りは、地元の商店や個人
などが出品し、毎年コンクール形式で競い
合います。また午後からは、大抽選会やカ
ラオケ・歌謡ショーなどのステージイベン
トや、打ち上げ花火が催されました。

�����������



�������������������１５

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　７月２５日、おもしろ理科先生（飛田隆久先生）の

小学生を対象にした教室が、図書情報館で開催され

ました。紙ひこうきが飛ぶしくみや、空気の抵抗や

摩擦などについて学んだ後、不思議な形の紙ひこう

きやチューブプレーン、タネコプターを親子で作っ

て飛ばしました。

　ただ制作するだけでなく、科学について学び、自

分で工夫して作ったオリジナルの作品は、子どもた

ちにとって大切な宝物になりました。

～紙で作って遊ぼう～ ��������������
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　７月２２日に、大宮地域の国道１１８号沿線で交通事
故防止街頭キャンペーンを実施しました。
　これは７月２０日から８月２０日まで行われた夏の交
通事故防止県民運動の一
環で、市長や交通安全協
会・交通安全母の会・安
全運転管理者協議会の皆
さんが、うちわやティッ
シュなどを配り、ドライ
バーに安全運転を呼びか
けました。
　また７月３０日には、緒
川地域の国道２９３号線、
８月４日には山方地域の
国道１１８号沿線でも同様
のキャンペーンを行いま
した。
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　第１回「常陸大宮市のお宝発見事業」を、８月７
日に実施しました。これは市の掲げる「郷育立市構
想」の一環として、平成２５年度から実施している事
業です。
　当日は、市内の小学４～６年生３７人が参加し、ピ
ジョン美和の森の見学や植樹体験、御前山地域での
ジャガイモ掘り体験を行いました。参加した子ども
たちは「森林の大切さがよく分かりました」「植え
た木を大人になったら見に来たいです」と１日の体
験を楽しんだ様子でした。
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　８月９日、緒川運動公園グラウンドで、各小学校
支部の代表１２チームが集まり、子ども会球技大会が
開催されました。
　子どもたちは勝利を目指して懸命にプレーし、
ホームランありファインプレーありの熱い闘いが繰
り広げられました。
優　勝　若葉子ども会 （上野小学校）

準優勝　小野・三美子ども会 （大宮西小学校）

第３位　わんぱく子ども会 （大宮小学校）

第４位　鷹巣子ども会 （大賀小学校）
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▼２位・後藤佐多江

　優勝・石崎三枝子▲

　３位・宮越一人▲
　６月２８日、西部総合公園体育館において、スポーツクラブひたま

る２５「第１回ラージボール卓球大会」が行われました。ラージボー

ル卓球とは、その名のとおり卓球のボールを大きくすることで、

ボールスピードを減らし、よりラリーが続きやすくしたものです。

　参加者１０人全員が初心者でしたが、和気あいあいとした雰囲気

の中で行われました。

スポーツクラブひたまる25ラージボール卓球大会スポーツクラブひたまる25ラージボール卓球大会

　８月２日、西部総合公園体育館でビーチボールバレー体験教室が開催されました。ビーチボールバレーとは、

ビーチボールを使ってバドミントンのコートで行う４人制のバレーボールで、子供から高齢者まで年代を問わず

誰でも参加しやすいように工夫されています。　ルールの説明と基礎動作の練習の後は、６チームによる練習試

合が行われました。

ビーチボールバレー体験教室ビーチボールバレー体験教室
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　８月９日に、仙台ヒルズゴルフ倶楽部

（宮城県仙台市）において、日本ゴルフツ

アー機構主催による、第１２回スナッグゴ

ルフ対抗戦����カップ全国大会が開催されました。この大会

は、全国各地で行われた予選会を勝ち抜いた全２４チームの対抗

戦で、遠い所では沖縄県からの出場もあり、茨城Ｂ地区代表と

して、大宮西小学校チームが出場しました。

　当日は、小雨交じりの比較的涼しいコンディションで行わ

れ、大宮西小学校チームは、善戦しましたが惜しくも第２０位と

いう結果でした。

【お詫びと訂正】

　広報常陸大宮７月号の７ページ「全国競書
大会で読売大賞を受賞」に一部誤りがありま
した。
　受賞者萩谷咲紀さんは、正しくは６年生で
す。お詫びして訂正します。

スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップスナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ
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ふるさと再発見☆カメラを持ってハイキングしよう !!ふるさと再発見☆カメラを持ってハイキングしよう !!
～高部宿・尺丈山編～～高部宿・尺丈山編～

　ウォーキングとハイキングで健康を増進しながら、普

段は見過ごしてしまいがちな郷土の魅力を再発見してみ

ようという目的で、標記イベントを実施します。

　明治・大正時代から伝わる高部宿の町並みや、かつて

銀行建屋として使われていた間宮邸の西洋建築、造り酒

屋跡地の日本庭園「�養��浩��園�」など見所豊富。また、市内
よう こう えん

で最も高い山である尺丈山（標高５１１ｍ）の頂から見渡す

絶景のパノラマもぜひご堪能ください。

　参加者がカメラで撮影した写真は、後日ロゼホールに

展示いたします。

【開催日時　１０月１９日（日）　９：３０～１３：３０】

＊参加募集要項は、８月２５日発行のお知らせ版№２８３に

掲載しています。
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■問い合わせ■　生涯学習課　スポーツ推進グループ　�５２－１１１１（内線３４３）
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　日本赤十字社茨城県支部より、赤十字救援

車が山方総合支所に配備されました。

　災害等様々な場面において、活用していき

ます。

　６月２９日、茨城県武道館で空手道大会（主催：茨城県教育委員会、茨城県体育協会）が開催され、
大宮空手道スポーツ少年団から下記の選手が入賞しました。
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